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取引先の皆様

私たちはコロナ禍を乗り越えられたものと信じていまし
た。しかしながら、すでにもう次の危機の影に覆われて
しまったのです – そして以前の通常の生活に戻ることは
再び難しくなりました。2022 年もまた、数々の挑戦が続
きます。とは言いましても、皆様についにご紹介できる 
運びとなった喜ばしいこともありました。

米国の Metform L.L.C. 社では、45年間という非常に
長い年月にわたって生産を担ってきたマシンの代わりと
して、2021 年 4 月に私たちの新しい AMP 20 N が導
入されました。それにより同社では、主力製品である、
トラックなどの商用車両のホイール固定用プレッシャー
ディスクの生産量が驚くべきことに 62 %も向上してい
ます。

オーバーホールもまた価値のあることです。それにつ
きましては、LISI 社における COLDmatic AKP 4-5 の 
章をご覧ください。私たちのスペシャリストたちが潤滑
システム全体の交換を行っています。

ぜひ、皆様にスイス・ブルックにある私たちの組立工
場を訪問いただけましたら幸いです。当工場では組立
面積を拡大し、3 台の大型マシンでの並行作業が可能
となっています。ぜひ当社の担当者にご連絡ください。

皆様は、どのようにタイミング設計が皆様の作業スペー
スからオンラインで実行され、表示されるのかを想像 
できますか？私たちのデジタルサービスがそれを実現 
します。それにより、パフォーマンスの領域が広がり、
お客様に真の付加価値がもたらされます。

後半では、Carlo Salvi の CS 513 TH がどのようにして
インラインで成形や先鋭化、ねじ転造を行うことができ
るのかをご覧ください。

これらの記事やストーリーが皆様の活力になり、楽しん
でいただけましたら幸いです。�  
ポジティブ思考でいきましょう！

トーマス・クリストフェル
CEO

CEO のご挨拶
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最新情報

Hatebur の LinkedIn 
導入

Hatebur ではさらなるデジタル提供
として LinkedIn を採用しています。

お客様、関心をお持ち下さる方々、
パートナー、サプライヤーの皆様と
のコンタクトは、ネットワークのケア
における重要な柱です。そのため、
Hatebur は数週間前から LinkedIn 
上で企業、HOT および COLD matic 
マシン、サービスに関するニュース
および情報を公開しています。

春には、様々な部門の社員がいわゆ
るアンバサダーに関する教育を受け
ました。彼らはスペシャリストとして、
たとえば生産関連のリーダー、マシ
ンエンジニア、アプリケーション／プ
ロセスエンジニア、役員会メンバー
あるいは（可能な）従業員向けに、 
ニュースや新しい知見を公開します。
このようにして、関心をお持ちくださ
る皆様が、直接、それぞれの関心に
ぴったりな情報を得ることができます。

Hatebur をフォローいただくか、あ
るいは LinkedIn 上で直接 Hatebur 
担当者にご連絡ください。皆様から
のご連絡をお待ちしております。�  
linkedin.com/company/hatebur

永年勤続紹介

Hatebur 勤続 25 年： 
ロルフ・ニーフェラー :

氏名：ロルフ・ニーフェラー 
職位：サービスエンジニア 
Hatebur 入社：1997 年

ロルフ・ニーフェラーは 1997 年 1 月
にサービスエンジニアとして入社し、
AKP マシンにスペアパーツを取り
付けるために、ベテランのサービス
エンジニアと共にお客様への訪問を
次々とこなしました。

彼がサポートした最初の大規模なオー
バーホールは、イタリアの Teksid 社
における 1 台の HOTmatic AMP 70 
でのものでした。それにより、複数
の熱間フォーマーの路線が定められ
ました。また、最初の新規据付は 
AMP 70 で、1998 年夏に Fovisa 社
で M. Hatebur と共に行われました。
その後、ロルフ・ニーフェラーはす
べての HOTmatic AMP マシンの
オーバーホールと新規据付を担当し、
後にはさらに HOTmatic HM 35 お
よび HM 75 も手がけるようになりま
した。当時、これらのすべてはまだ
携帯電話もラップトップもない中で行
われたのです。
GKN 社のときに、彼はオーバーホー
ルを行う度に、さらに鍛造を加える
ようになりました。この経験は後に、
彼にとって金型の初回運転開始時に
非常に役立つものとなりました。自身
で据付を行った新しいマシンがお客
様のところで最初の部品を生産する
とき、それはいつでも、彼にとって
非常に感動的な瞬間です。ハイライ
トのひとつは 米国での HOTmatic 
HM 75 の新規据付で、なんと 50 日
間という極めて短い期間で行われまし
た。

Hatebur の世界から  �

Hatebur での仕事でロルフ・ニー
フェラーは 20 か国もの国々における
業務において多くの経験をし、大き
な転機となったと思っています。彼
は 10 年ほどブラジルに駐在し、後に
妻となる女性とも出会いました。
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    首都：ワシントン D.C.     �地域：ニューイングランド、中部大西洋岸、南部、中西部、南西部、西部

米国の概要

人口：

約 3 億 3145 万人

= 1000 万人

総面積：

約 9,525,000 km²

最大都市： �   ニューヨーク 2014 万人     ロサンゼルス 1320 万人     シカゴ 961 万人 
  ダラス 763 万人     ヒューストン 712 万人     ワシントン D.C. 638 万人

ヘラジカ、マッコウクジラ、アメリカクロクマ、 

オオツノヒツジ、ピューマ、バイソン、グリズリー
（ハイイログマ）、スカンク、アライグマ

24.8 %
工業 

65 %
サービス業

6.6 %
その他

3.6 %
農業

トーマス・アルバ・エジソン（1847–1931）
マーティン・ルーサー・キング（1929–1968）
ウィルバー・ライト（1867–1912）
ロバート・オッペンハイマー（1904–1967）
マリリン・モンロー（1926–1962）
ジョセフィン・ピアリー（作家、北極探検
家、1863–1955）

 
著名なアメリカ人

有名な動物

数字から見る状況
米国

料理 最高峰

デナリ アラスカ州、七大陸最高峰 
（世界七大陸それぞれの最高峰）の 1 つ

経済

主要輸出品目（2019）

21.5 %  航空機

18.8 %  自動車

12.5 %  一般機械 

10.5 %  電気機器等

5.5 %  医療用品

米国といえば…

… 限りない可能性の国として、ファストフード、
ネィティブアメリカンとカウボーイ、映画産業、
音楽産業、ルート 66、ディズニーワールド、 
自由の女神

ホットドッグ 
ハンバーガー 
スペアリブ 
テクスメクス料理 
ケイジャン料理 
アップルパイ 
スタッフド ターキー 
ポップコーン 
ドーナツ 

6190 m

8848 m

2228 m

20.94
（単位：1 兆米ドル） 

GDP：国内総生産（2020 年）
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Savanna, Illinois

Metform 社と Hatebur の 
サクセスストーリーは次の章へ

ライナッハ   この度、1976年製 AMP 20
に代わりHatebur HOTmatic AMP 20 Nが導入さ
れました。これにより、Metform社における熱間 
成形は新たなレベルに至ります。

Metform 社は MacLean-Fogg Component So-
lutions 社の熱間成形部門を担っています。設立
は 1976 年で、主に輸送部門用に、横型熱間成形、
切削加工、コンポーネントの簡易組み立てを集中
的に行っています。Metform 社はサバンナ（イリ
ノイ州）に 3 拠点、マウント・キャロル（イリノイ州）
に 1 拠点を構え、従業員数は 400 名を超えます。
同社の年間売上げ高は 1 億米ドルを超え、主にカ
ナダ、メキシコ、米国の市場で販売を行っていま
す。MacLean-Fogg Component Solutions 社
は締結ソリューション（プラスチックにも対応）に
おけるリーディングサプライヤーの 1 つで、数多く
の分野に対応しています。母体である MacLean-
Fogg 社は 1925 年に設立され、当時の製品には
北米における鉄道向けのロックナットが含まれて

文：ベルンハルト・ハーゲン（Hagen PR）
写真：Metform 社 �

いました。革新的な製品開発と選び抜かれた企業
合併により、MacLean-Fogg 社は北米、ヨーロッ
パ、南米に 26 の生産拠点を持ち、年間売上げ高
が 10 億米ドルを超える世界的な企業に成長しまし
た。MacLean-Fogg 社は世界中の自動車市場お
よびエネルギー市場向けの製品の開発、製造、販
売を行っています。

市場における地位の確保
2021年 11月 4日、Metform社は新しい Hatebur  
HOTmatic AMP 20 N で生産を開始し、ワッ
シャーの初量産に成功しました。新しい革新的な
熱間フォーマーの導入は同社にとって大きな一歩
であったと、Metform 社の熱間成形工場ファクト
リーマネージャーであるジェイク・ベリッチ氏は述
べます。「AMP 20 N は、私たちにとって最初の 
Hatebur マシンである AMP 20 の代わりになる
だけではありません。AMP 20 は、1976 年に導
入され、45 年間もの長きにわたって活躍し続けた
後、現在はその寿命に達したマシンです。新しい

確かなノウハウを持つ強力なチーム：Metform 社のエキスパートの皆さん！

カスタマーストーリー  �

会社名：	 Metform L.L.C. 
従業員数：	 > 400 名 
売上高：	 1 億米ドル 
マシン：	 AMP 20 S：4 台 
	 AMP 30 S：4 台 
	 AMP 50XL：1 台 
	 AMP 20 N：1 台 
拠点：	� 米国・サバンナに  

3 工場、 
マウントキャロルに  
1 工場
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 �新型機導入 – ステップ 1：旧 Hatebur AMP 20 はマシンベースに至るまで分解され、発送の準備が整えられます

 �新型機導入 – ステップ 2：新しいマシンのための基礎土台が設置されますフォーマーは、2 ピース型ホイールナットのリーディ
ングサプライヤーとしての、市場における私たちの
地位の確保にも役立ちます。」旧マシンを新型マシ
ンに交換する際、Metform 社のエキスパートたち
は既存のマシン基礎をそのまま利用することができ
ました。それにより、導入をより迅速に、より容易
に進めることができたのです。Hatebur HOTmatic 
AMP 20 N は、その成形荷重の高さと高い生産性
により、Metform 社における生産プロセスにとって 
理想的なマシンです。

Metform 社によって製造される SECUREX ブランド
の 2 ピース型ホイールナットは、34 年以上も Made 
in USA のクラス 8 の高品質ホイール締結部品の優
れた例とみなされ、大型商用車に使用されています。
この部品の製造には、最高品質の SBQ 鋼のみが使
用されます。1990 年の市場導入後、SECUREX ホ
イールナットは、実際、合衆国におけるホイールハブ、
ブレーキドラム、ホイールのすべてのメーカーによっ
て最初に選択される製品となりました。Metform 
社の多くのお客様は、有名な OEM 企業、サプライ
ヤー、商用車メーカーを含む、自動車業界で一般的
によく知られている企業です。Metform 社はまたエ
ンジン、ギヤボックス、ドライブトレーンの分野にお
いても、北米、ヨーロッパ、日本のお客様に大量の
納品を行っています。
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「私たちは、私たちのエキスパートチームがその確かな
ノウハウとパフォーマンスにより、熱間成形、切削加工、
二次プロセスを包括し、比類ないコンビネーションを実
現することを信じています」、とジェイク・ベリッチ氏は
述べます。

自動車業界での成長ストーリー
1997 年、Metform 社は初めて Ford 社のためのギアブ
ランクの製造の責任者となりました。これが Ford 社のギ
アボックスプログラムへの扉を開き、それによって新しい
ビジネスチャンスがもたらされました。その後の数年間
で、ホイールキャリアおよびギアホイール用ブランクの
加工力が拡張されました。2000 年代半ば、Metform 
社は Ford 社のギアボックスシリーズ 6F 用の遊星歯車機
構の製造を受注し、これがマウントキャロルの工場の開
設につながりました。2010 年、同社はさらに Hatebur 
熱間フォーマー HOTmatic AMP 50 を購入し、それに
より Metform 社は 8 速／ 9 速オートマチックトランス
ミッションの市場において成功を収めることができまし
た。2 年後、Metform 社は Chrysler 社および ZF 社
のギアボックスプログラムに参画することとなり（同様に  
8 速／ 9 速オートマチックトランスミッション）、そのため
に 4 つ目の工場が必要となりました。それは感動的な、
絶え間ない成長のストーリーでした。

Hatebur の 10 台のマシンによる効率化
イリノイ州サバンナの熱間成形工場で少し前に据付
が行われ、運転が開始された Hatebur HOTmatic 
AMP 20 N と共に、現在 Metform 社では合計 10 台
の Hatebur マシンが稼働しています。AMP 20 が 5 台、
AMP 30 が 4 台、AMP 50 XL が 1 台です。新しいフォー
マーは、高度な専門性を持つ企業にとって前進のための
大きな一歩となっています。ベリッチ氏は、「この投資は、
北米の重車両用クラス 8 の 2 ピース型ホイールナットの
プレミアムメーカーとしての私たちの地位を確かなもの
にしてくれました。この新しい Hatebur のフォーマーに
より、信頼性が向上して十分な数量の高品質部品を生
産でき、お客様により良く対応することが可能となって 
います」と説明します。

元の AMP 20 の成形荷重は 90 トンでした。一方、新
しい AMP 20 N は、ストローク数で不利益とならない
ように、150 トンで設計および構成されています。「旧 
AMP 20 と比較して新しい AMP 20 N は、ワッシャー製
造のためにより高い成形荷重を実現するよう、より安定
したフレームとより頑丈な構造を備えています。このワッ
シャーは 4140 鋼製で、私たちの 2 ピース型ホイール
ナットを完全なものにします」と、ベリッチ氏は続けます。
さらなる構造的な改良として、安定したカットオフ品質
を実現するサーボ駆動のインフィードや、メンテナン
ス／修理をより容易にできる一体型クラッチ・ブレーキ 
ユニットが挙げられます。

毎分 200 ストローク
AMP 20 N は成形荷重 1500 kN でベアリング鋼のよう
な材料を期待通りの最高精度で加工します。マシン本
体が強化されており、大量の部品排出に必要な安定性
が確保されています。毎分 200 ストロークで稼働する  
3 段階の成型工程において、AMP 20 N はブランクを
ワッシャーに作り変えます。6 m 以内の長さのスチール
バーがサーボモーターによって正しい位置に運ばれると
き、それは 1250 °Cの赤熱した状態になっています。そ
の後、切断工程において、20～ 45 mm 長くカットオ
フされます。Hatebur の専門能力により、世界でも比
類のない、信頼のおける繰り返し可能な切断精度が確
保されています。トランスファーユニットも詳しく見る価
値があります。このユニットは、薄型部品を 1 つの成型
工程から次の成形工程へ確実に支障なく搬送できるよう
にするため、非常に高精度で設計されています。この搬
送は、工程全体で求められる表面品質を保持するため、
特に慎重に行われます。

クレバーな冷却ソリューション
新しい水冷システムが考案されました。これにはポンプ
ユニット 1 つとルーフに取り付けられた冷却塔 1 つが含
まれており、工場全体におけるその他の Hatebur マシ
ンやさらなる熱源のために 2 つのメイン冷却塔にかかる
熱負荷を除くことを目的としています。この 2 回路シス
テムでは、熱交換器から冷却塔への独立した 1 回路と、
熱交換器からマシン下の金型冷却水ピットへの 1 回路が
用いられています。「このソリューションにより、ルーフ
上で冷却塔を清掃するためにかかる時間が最小限に低
減されます。フィルターはマシン近くで床の高さレベル
で交換することができます」と、ベリッチ氏は述べます。

Industrie 4.0 におけるトップランナー
Metform 社は将来的に Industrie 4.0 に強力にフォー
カスしたいと望んでいます。「私たちは 2 年前から 
Industrie 4.0 に取り組んでいます。そしてオペレーター
への適時のフィードバック、先進的な解析学、予備保
全により、すでに多くのことが達成されています。私た
ちには、Industrie 4.0 の実現を拡張し、より良いもの
にしていくプランがあります」と、ジェイク・ベリッチ氏
は報告します。「私たちは、全国的な製造企業団体から
Metform 社がこの分野のトップランナーとして企業名
を挙げて認められたことを、たいへん光栄に思っていま
す。途方もないデータ量を対象とする評価と解釈を行う
ということは、大きな挑戦の 1 つです」、とファクトリー
マネージャーは語ります。Metform 社は次のステップ
で、より多くの業務領域で予備保全のさらなる最適化に
努めます。

カスタマーストーリー  �



09

 �新型機導入 – ステップ 3：新しい Hatebur HOTmatic AMP 20 N、防音キャビン付き

 �新型機導入 – ステップ 4：AMP 20 N が稼働、Metform 社における生産性を高める

Covid-19：感染予防のためのルール
Covid パンデミックは産業界全体にとっての挑戦
となりました。ベリッチ氏はこれについて以下のよ
うにまとめています。「厳しい状況におかれたメー
カーとして、私たちはパンデミック中の私たちの安
全対策の成果を誇りに思います。私たちはイリノイ
州北西部でリーダー的役割を担い、作業環境にお
ける衛生および安全対策を実施しました。私たち
は引き続き、危機対策および非常用備蓄に強力に
焦点をあてていく所存です。」 多くの企業が、材料
や修理用部品の不足がコストを増大させ、リード
タイムを長引かせるという事態を体験せざるを得
ませんでした。「グローバルなサプライヤーチェー
ン問題や輸送問題に対して、長期的な計画が必須
となり続けるでしょう」と、ベリッチ氏は述べます。

「ものごとがとにかく進む」
さて、工場の日常業務に戻りましょう。速度と精度
は、Metform 社のエキスパートたちが Hatebur 
マシンで非常に重要視していることです。「新しい 
AMP 20 N では、前の AMP 20 S のときよりも 1 日 
あたりの生産量が 62 ％もアップしています」と、
ジェイク・ベリッチ氏は述べています。マシンオペ
レーター向けのトレーニングはすでに完了していま
す。ベリッチ氏は、「マシンとプロジェクト全体に関
して、私たちは非常に幸運でした。Hatebur と米
国代理店の FES Forging Equipment Solutions 
の素晴らしい相乗効果とサポートのおかげで、プ
ロジェクトは多大な成果を上げました。準備作業、
プランニング、実施によって、この大プロジェクト
は期限的にも予算的にも適正に完了に至りました。
最初の会合から私たちの工場でフォーマーが部品
製造を開始するまでにかかった期間は、わずか 
1.5 年でした」と語ります。

「新しいフォーマーは、2 ピース型ホイールナットの 
リーディングサプライヤーとしての、市場における 
私たちの地位の確保にも役立ちます。」 
ジェイク・ベリッチ氏、ファクトリーマネージャー
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LISI AUTOMOTIVE 社における 
COLDmatic AKP 4-5 の 
オーバーホール 
（フランス・ダスル）

文：トーマス・ロスト、クリスティン・シュタイナー
写真：LISI AUTOMOTIVE 社（ダスル）�

Hatebur はフランス・ダスルにある LISI AUTOMOTIVE 
社のファクトリーマネージャーであるドミニク・ガルベ氏
と会合を持つ機会を得ました。この企業は長年にわた
る Hatebur のお客様であり、Hatebur COLDmatic 
AKP 4-5 のオーバーホールと将来的なトレンドに関する
全般的な見解を知ることに特に関心をお持ちだったから
です。ガルベ氏はフランス北東部のデルにある LISI 社
に 10 年前から勤務しており、2011 年にダスルの工場の
責任者となり、COLDmatic のオーバーホールのための
プロジェクトチームのメンバーとなっています。

240 年間にわたる産業の歴史
LISI グループが設立されたのは 2002 年ですが、企業
のそもそもの誕生は、フレデリック・ジャピーという人
物がフランス北東部のボークールに時計工房を設立し
た 1777 年にまで遡ります。LISI 社は、18 世紀に複数の
家族経営企業の複合体で構成され、フランス東部のモ
ンベリアールおよびベルフォールに拠点を置いていまし 
た。ダスルの拠点は 1922 年にベレイ家によって設立さ 
れ、1998 年に LISI GROUP に統合されたものです。プ 
ラントの敷地面積は 14,000 m2 に及びます。ダスル工 
場は 2002 年の段階で 3700万ユーロの資本があり、
現在 100 名を超える従業員が働いています。

工場はフランシュ=コンテ地方の北部にあり、当地で
は非常に早い時期から様々な分野で産業化が始まって
いましたが、全体を通して 1 つの技術的なテーマがあり
ました。それは、金属加工です。その際に開発された
技術的な専門能力は地域の様々な産業分野に広がり、
その中には時計製造のような分野も含まれていました。
この時期にフランスで自転車および自動車向けのボルト
を産業的な基準で初めて製造したのが、ジャピー兄弟
の会社でした。

LISI GROUP にはこのような歴史が反映されています。
金属ワイヤーおよびボルトの製造という元々の業務は、
この 200 年間で著しく変化した、産業化された世界の
ニーズに合わせて徐々に変貌していきました。現在、
LISI GROUP は自動車、航空産業、医療技術用の高品
質の継手部品（ボルトとクリップ）を製造しています。
ファミリーによる持ち株比率が高いので、長期的な戦 
略を立てて実行することが可能です。それにより、LISI  
GROUP はフランス国内および世界における成長を推し 
進め、絶対的なお客様志向でお客様に最適なサービス
を提供しています。

LISI AUTOMOTIVE 社の工場施設の航空写真（ダスル）

サービス＆サポート  �
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LISI GROUP
LISI GROUP は 2020 年に 10 億 2300 万ユーロの売
上高を記録しました。これは、9,600 名を超える従業
員によって達成されたものです。同グループは 13 か
国に設置された 44 の工場で生産を行い、4 つの大陸
に製品を供給しています。ヨーロッパにある 27 の製
造拠点のうち、20 拠点がフランス国内にあります。現
在、LISI GROUP は Hatebur COLDmatic AK 4-6 
を 1 台と COLDmatic AKP 4-5 を 7 台使用しています。
Hatebur の最初のマシンは 1986 年にメリゼにて運転
を開始しました。グループの最も重要なお客様は、自
動車産業（Volkswagen、BMW、ルノー日産、ZF、
Stellantis など）における大手 OEM およびサプライ
ヤー企業です。

ダスルの拠点は、テクニカルナット、鍛造ナット、ドレ
ンプラグ、スペーサーのような固定ボルトおよび中空部
品の製造に特化しています。これに、シート調整メカニ
ズム、シートベルトシステム、エンジン用の特殊構造部
品が加わります。これらの高精度部品は、ねじ転造と機
械加工を組み合わせた冷間成形技術によって製造され
ます。複雑な部品に関するお客様の要求を満たすため、 
製品戦略に関して、LISI AUTOMOTIVE は多素材ソリュー 
ションと新しい材料（車両重量の削減）を非常に重要視 
しています。

Hatebur との長期にわたる協力関係
現在オーバーホールが行われている Hatebur COLD-
matic は、1987 年から製造を行っていました。通常、
マシンは 1 日に 2 シフトで（1 週間に 5 日間）稼働し、
2 台の AKP を同時に 1 名のオペレーターが操作します。
部品のロット数は 4 万個から 35 万個まで変えられま
す。Hatebur のマシンで製造される部品は月間生産高
の約 13 ％になります。

このスイス製のマシンで重要視されている利点は、金
型交換が容易であることと、極めて短い部品を搬送でき
る技術です。またマシンオペレーターは、機械的な信
頼性や取り扱いが容易であること、操作画面も気に入っ
ています。

COLDmatic AKP 4-5 のオーバーホール
機械作業を担当する Hatebur のエンジニア 2 名とスク
ラップ作業を担当する Hatebur Lumag Service（HLS）
のエンジニア 1 名が、2021 年 11 月 8 日から 12 月 8 日
までダスルに派遣されました。このオーバーホールの目
的は、Delimon 潤滑装置セット全体の交換です。この
任務を遂行するために、マシンの多くの組立部を、最
終的にはプレスラムまで取り外す必要がありました。そ
れは、これまで小さすぎると懸念されていたプレスラム
クリアランスを点検するのに大変良い機会でした。また、
長い年月を経たピットマンピンとブッシュも修理する必
要のあることが確認されました。そしてすべてのコン
ポーネント（プレスラムおよびピットマン）が点検と修
理のためにスイスへ送られ、数日後にダスルに向けて
返送されました。そしてダスルで、すべての潤滑パイプ 
の点検や交換が行われました。

すべての潤滑パイプは点検され、新しいオイルが注入さ
れました。すべてが再び組み立てられると、ただちにマ
シンオペレーターが 2 時間にわたるトライアウトを開始
し、正常に終了しました。すべてが問題なく進行し、クロー 
ジングミーティングは LISI AUTOMOTIVE による承認で 
最高潮に達しました。

そのような徹底的な作業の場合、分解前には状態を
判断できなかったような予想外の修理や部品交換の
必要性がしばしば生じます。これらの場合には、チー
ム間の良好なコミュニケーションが決定的となります。
Hatebur と LISI はともに、この作業を納期通りに完了
させるための最善の方法を見い出したのでした。

ウダール氏が統率した LISI 社の保守チームならびに現
地で作業にあたった Hatebur および HLS のチームの
素晴らしい共同作業に感謝申し上げます。それによって、
この要件の厳しい作業は正確に成し遂げられたのです！

マシンで最も高評価を受けている機能： 
▗  機械的な信頼性 
▗  取り扱いが容易であること 
▗  操作画面

製造された部品は確実に
集められます
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COVID-19 における経験
2020 年および 2021 年は、皆にとって非常に厳しい
年でした。この期間に私たちは、生産を常に需要に合
わせ続ける必要性に直面していました。それに関して 
LISI 社はフレキシビリティ、機敏さ、お客様志向に焦
点を合わせました。また、他の多くの企業でもそうで
あったように、従業員はサポートを受けながら在宅で
勤務していました。さらに経営陣は、従業員の期待や
要望が以前通りではないこと、ワークライフバランス
が根本的に変化したことに気付いたのです。
このフランスのグループは、以前はアジアにアウトソー
スされていた製造に関わる分野が大幅に戻ってくるこ
とを期待していましたが、わずかな特別な状況を除い
て、そうはなりそうにありません。そして一方で競争
は非常に厳しく、苛酷であり続けます。価格の引き下
げが要求され、それはこれまでに見られていたあらゆ
る例をはるかに凌ぐものです。世界中で企業が輸送
問題に直面し、多くの納期遅延が発生しました。価格
高騰もあり、それはエネルギーや輸送についても同様
でした。サプライチェーンに存在する緊張は、ウクラ
イナでの戦争によって高まっています。展望は非常に 
短期的で、著しく変わりやすく不安定なものです。

将来の見通し
LISI 社は、E モビリティおよび他の新規開発の重要な
トレンドに関して、増大している複雑で専門的な組立
ソリューションや、純電気自動車／ハイブリッド自動車
の開発のトレンドに関わる需要の成長を見込んでいま 
す。LISI 社はすでに適合するソリューションを提供して 
います。この領域での受注は重大な意味があり、製品
戦略の堅牢さを示します。バッテリーカバーの固定用
ボルトのように、いくつかの開発は非常に特殊なもの
であるにもかかわらず、新製品のタイプは以前と同様
です。ただし、アルミニウムのような他の素材が使用
されています。

デジタル化は LISI 社にとって重要な焦点の 1 つであ 
り、パイロットプラントの 1 ラインで具体化されていま
す。最も良い例はメリゼ工場で、最近、「未来の工場」
賞を授与されました。ダスルにおける Industrie 4.0 
の実現は、2024 年を目指しています。

これからの数年における挑戦
LISI 社はいくつもの挑戦に直面しています。最も重要
なことは、人材管理になるでしょう。その場合のキー
ポイントは作業のためのチーム構成で、数か月以上の
長期にわたるトレーニングが必要となるでしょう。その
他の重要なポイントとして、お客様の要求やデジタル
化を適確に実現化する能力が挙げられます。また、私
たちの生産手段のフレキシビリティや機敏さが確保さ
れる必要もあります。

製造ホールの風景 
（ダスル）

サービス＆サポート  �
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スイス・ブルックの組立工場の
キャパシティの拡大

ブルック  最適化された材料フローと各
種作業の明確な分離が、ブルックのキャパシティの
拡大における大きなメリットです。組立工場で使用
できる面積が広がり、従業員チームは 3 台の大型 
マシンで並行して作業を進めることができます。

組立工場の作業面積が 900 m2 拡大され、約 
2700 m2 になりました。そのため、数か月以上前
から、HOT および COLDmatic マシンが同じ場所
で組み立てられています。これには、ノウハウの
伝達およびスペシャリストとプロジェクトチームの
共同作業が容易になるという効果もあります。

隣り合った新しい倉庫フロアは、プロジェクト在庫
およびサプライ在庫用に使用されています。それ
により材料フローが最適化され、在庫／搬送／梱
包作業を組立作業からより効果的に分離すること
ができます。これまでブルックで使用されていたフ
ロアは、組み立て専用で使用可能となっています。
COLDmatic および小型 HOTmatic は、新たに 
前側の倉庫フロアに集中しています。

また、大型マシン用に 2 つの新しい土台が形成さ
れ、そこでは HOTmatic AMP 50 マシンおよび 
HOTmatic AMP 70 または HOTmatic HM 75 マ
シンが組み立てられています。

さらに、大型マシンでのきさげ作業および配管作
業用のスペースが設けられました。それにより、
組立チームは 3 台の大型マシンをほぼ同時に組み
立てることができます。その際、2 台のマシンは 
並行して、1 台のマシンはやや遅れて組み立てられ
ます。

文：クリスチャン・ブルギン
写真：Hatebur �

新たに追加で使用される倉庫フロアは必要な材料および金型の在庫管理用に
使用されます

作業の分離は、日常業務における安全性の向上に役立つと共に、従業員に 
より広い専用の作業用スペースをもたらします

�   Hatebur の世界から
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ライナッハ  Hatebur Connect は、デー
タ、ノウハウ、個人的なコンタクトにおける結び付
きを可能にします。Hatebur Connect の名称で、
Hatebur は将来的にいくつかのデジタルサービス
をご提供していきます。それらは様々な構造レベル
で提供され、お客様に真の付加価値をもたらします。
Hatebur-Connect の世界へのエントリーポイント
として、新しいカスタマープラットフォームが役立ち
ます。

新しい Hatebur-Connect プラットフォームによ
り、将来的にお客様は Hatebur マシンに関する
あらゆる情報を 1 箇所で集中的にご利用できるよう
になります。新しいデジタルサービスはご予約お
よび管理いただくことも可能です。

新しいデジタルサービスでは、たとえば継続的な
マシン性能の評価、取得されたデータの分析や
評価を行うことができます。これらはその先のア
ドバイスやサポートのための基盤を形成します。
Hatebur とのデジタルによるつながりは、修理費
用およびダウンタイムの削減のための重要なポイ
ントとなります。デジタルでつながることにより、
スイスのエキスパートが迅速に優れた費用対効果
で障害や問題を特定することができ、一部はオン
ラインでの修復も可能です。

フォーカスポイント  �

お客様のためにさらなる付加 
価値を – デジタルサービス

文：シュテファン・ライブントグート、マーティン・ファスベンダー
写真：Hatebur �

さらに、すでに作業工程の準備段階において、 
たとえばマシン設定パラメーターを最適に設計し、
既存の工程を最適化することも可能です。また 
COLDmatic マシン専用で、サーボテクノロジーに
よりキネマティクスを個別に設計し、タイミングを
必要に応じて調整するという方法もあります。それ
により、既存の金型を調整することなく、様々な領
域で著しい向上を図ることができます。

Hatebur のデジタルサービスは多大なメリットを 
もたらし、デジタルトランスフォーメーションの 
世界をお客様と共に進みます。

透明性とデータセキュリティ
データに関して、Hatebur は透明性を重視してい
ます。お客様が、ご自分のデータの保存場所やそ
れらが何に使用されるのかを知ることができ、コン
トロールできるべきです。

以下に、新しいサービスについて簡単にご紹介い
たします。
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パフォーマンスレポート
Hatebur マシンに関するパフォーマンスレポート
により、お客様はマシンデータおよび製造データ
の評価についてよりよく把握することができます。
データの評価が行われ、毎月、レポート形式で提
供されます。さらに範囲を拡張し、伝送されたマ
シンデータの分析および解釈をレポートに加えて、
効率の向上に役立てることも可能です。このように
して、問題が再発したときには素早く検知し、より
容易に修復することができます。

リモートサポート
内蔵されているリモートアクセスソリューションによ
り、Hatebur のエキスパートがライナッハから直
接、マシンの制御コンポーネントにアクセスするこ
とができます。そのための接続は、お客様側で使
用できるようにしていただく必要があります。リモー
トメンテナンスシステムによって製造データをログ
と共に分析することにより、発生した障害を素早く
検知して原因を特定し、できるかぎり直接修復する
ことが可能です。リモートサポートにより、出張な
どの移動時間やメンテナンスコストを最小限に抑
え、その結果としてマシンの稼働率を高めることが
できます。

キネマティクスの調整
サーボメインドライブにより、私たちはフォーマー
の正弦運動を形成する方法を提供します。それに
より、1 サイクル中に様々な速度で運転することが
可能となります。メインドライブのキネマティクス
が調整されていることにより、金型やタイミングを
調整する必要なく、金型寿命や生産量を著しく向
上させることができます。調整済みのキネマティク
スを備えたパンチユニットについては、予約制で
のみご利用が可能です。

さらに私たちはお客様にトランスファーユニットの
開始角度および停止角度を特定の搬送路内で成形
プロセスに合わせて調整する方法を提供します。

グリッパー開閉速度を個別に調整するとともに、ブ
ランクの搬送および部品引き渡しの最適化のため
の新しい方法を可能にします。そのようにしてプロ
セス安定性を向上させるとともに、金型設計をより
容易にできるようにします。

オンラインタイミングツール
オンラインタイミングツールにより、私たちは新た
な自由度を活用するための完璧なツールを提供し
ます。

⇨ これにつきましては、以降のページに別途記載
されている、オンラインタイミングツールに関する
レポートもお読みください。

Hatebur の担当者は、喜んで皆様にさらに
詳しい情報を個別にご説明し、様々なバリ
エーションによって皆様にどのようなメリッ
トがもたらされるかを具体的にお示しいた
します。
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効率的な金型の開発 –  
新しいオンラインタイミングツール

文：キム・ヴェーバー、クリスティン・シュタイナー
写真：Hatebur �

ライナッハ   お客様にとって長年にわたる 
2つのテーマは、金型コストの低減とプロセス安定
性の向上です。そこで、Hatebur はお客様にタイ
ミングツールのオンライン利用をご提案いたします。
それにより、生産に入る前に必要な計算を行うこと
が可能です。

最適な製造プロセスにおける重要なポイントは、
マシンパラメーターを正しく設定することにあり
ます。そのため、マシンの動きは事前に計算さ
れ、そのイメージが示されます。多くのお客様の
ところで、デジタルトランスフォーメーションによ
り、この設定を簡単にできるだけ早く行えるように
したいというご要望が高まっています。そのため、

Hatebur は新しいオンラインタイミングツールを
ご提供いたします。

金型開発の設計
このサービスは、包括的にモジュール式で構成さ
れている Hatebur のデジタルサービスの一部で
あり、独立したモジュールとして提供されます。契
約が締結され、オペレータートレーニングが終了
した後、専用のログインアカウントを使用してプロ
グラムにアクセスできるようになります。これは金
型開発全体のタイミング設計に適しており、各段
階に対応する CAD データの読み取りが可能です。
短時間で明らかにしたいときに、オンラインタイミ
ングツールは大きな利点をもたらします。内蔵さ

CM 725 用の新しいタイミングツールにより、部品を素早く CAD システムなしで検査することが 
できます

プロセス  �
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れているモデリングシステムにより、部品を素早く 
CAD モデルなしで検査することができるからです。
デジタルデザインツールでのマシンの動きの画像
により、たとえば Hatebur COLDmatic CM 725 
に関して、工程およびハンドリングにおいてさらな
るパフォーマンスの向上が可能となります。

動きの視覚化
工程段階が正しく作成された後、ブランクは 1 つ
の工程内でご希望の位置に送られます。さらに、
ブランクを様々なカムにピン留めすることも可能で
す。これにより、たとえばブランクと共にイジェク
ターの動作を視覚化することができます。

タイミングツールを使用して、パンチ進入深さ、リ
テーニングピンストローク、グリッパーの開閉、ダ
イ側ならびにパンチ側イジェクターストローク、グ
リッパー幅、トランスファーユニット運動、プレス
ラムのカムを確認し、変更することが可能です。

相関性のあるものの表示
全体を把握しやすいように図示できるようにするた
め、ツールは相関性のあるもののみを表示します。
他のすべてのカムは、たとえば非表示状態にされ
ることなどがあります。正確な検査によってツール
レイアウトを最適に素早く工程に合わせて設計する
ことができ、金型コストを削減することも可能です。
さらに最適な設計に基づいてプロセス安定性を向
上させることができ、マシンのダウンタイムが最小
限に短縮されます。

難しい金型の点検
このプログラムのさらなる利点は、いつも障害の
原因となっている既存の金型をプログラム内に読
み込めることにあります。それによりそれらを点検
し、視覚化し、最適化することができます。

タイミングツールで使用された設定パラメーター
は、引き続き簡単にアウトプットしてマシン内に読
み込むことができます。マシンオペレーターはテス
ト済みの承認されたデータを使用してマシンを準
備し、マシン上でワークピースのテストを開始する
ことができます。
現在のところ、タイミングツールは COLDmatic マ
シン CM 725 用に設定されており、その他のマシ
ンが続く予定です。

提供されるデータ：
	 プレスラムのカム
	 リテーニングピンの長さ
	 トランスファーユニットの動き
	 グリッパー 開

	 グリッパー 閉
	 パンチ側イジェクター
	 ダイ側イジェクター
	 グリッパー幅

オンラインタイミングツールに関するさらに詳しい
情報やアドバイスに関心がおありでしょうか？ぜひ
下記までご連絡ください。喜んでお手伝いさせて
いただきます。
Tel. +41 61 716 21 11、info@hatebur.com

プレスラムのカムおよびパンチ側／
ダイ側イジェクターカムによるブラン
クのプレス位置は、マシンパラメー
ターを使用して入力可能です

�   
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印象的なブルック組立工場 –  
AMP 50-9 および  
AMP 70 の組み立て

文：ペーター・シャラー、Touchpoint Communication AG/Hatebur
写真：Hatebur �

ライナッハ   スイス・ブルックにある 
Hatebur の組立工場が拡大されました。そこで展
開されている、目を見張る状況をご紹介します。エ
キスパートたちが 2 台の Hatebur HOTmatic マ
シン（AMP 50-9 および AMP 70）を組み立てて
います。組立が完了すると、両マシンはただちに
中国へ出荷されるのです。

両マシンの構造の基盤として、ワンピース型のイ
ンパクトのある鋳鋼が寄与しています。それらの
加工のために、Hatebur はそのような大型のワー
クピースについて詳しい専門の会社を呼ぶ必要が
ありました。

組立工場には、様々な技術的な鍛錬を積んだスペ
シャリストたちがいます。彼らは、後に最終組み
立て用に使用されるコンポーネントや単体部品を
組み立てています。初回運転の成功後、マシンで
は包括的な最終点検が行われます。その後、輸
送用の設備が準備され、梱包され、長い旅路へと
送り出されます。

目的地であるお客様のところに到着すると、特定
の場所で設備が再構成され、2 度目の運転が行わ
れ、Hatebur によって製作された金型を使用して
テストが行われます。そして引き続き、お客様と
共に金型の最適化、従業員のトレーニング、量産
の開始が行われます。

マシン&アクセサリー  �

AMP 50-9 および AMP 70 のハイライト 

•	 高いプロセス安定性

•	 サーボインフィードおよび電子式バー材端部除去装置（ESA 600）による 

最適な材料効率

•	 直観的な操作が可能

•	 スムーズな排出により、打痕を減少

•	 効率的な冷却システム

•	 金型交換時間の短縮

マシンのコンポーネントが最適に相互補完されて
いるので、製造において最高の品質水準を 
達成することができます
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精密鍛造部品の大量生産ですか？それには Hatebur 
HOTmatic シリーズの熱間フォーマーが最適な選択
です。

これらのマシンは、精度と部品の多様性が圧倒的
な生産速度と結び付いていることにより、多大なメ
リットを提供します。バー材から始まる生産プロセ
スは全自動で作動し、100 % モニターされていま
す。それにより、ユーザーは次のような競争力を
得られます。すなわち、製造コストを下げながら、
効率とプロセス安定性の両方を向上させることが
できるのです。

熱間フォーマーのその他のディテールも説得力が
あります。たとえばバー材用のサーボインフィード
および切断メカニズムは、完璧に相互補完されて
います。それにより生み出されるカットオフの品質
は、後続の成形プロセスのための最適なベースと
なります。さらに正確なトランスファーシステムに
より、部品は優れた繰り返し精度で次へと送られ、
正確に位置決めされます。その他にも、調整式グ
リッパーが様々な形状に対応した確実な搬送を保
証します。また、鍛造部品をほとんど打痕のない
状態で排出することが可能です。これは、この目
的のために考案された成形部品側方排出機構に
よって行われます。この機構は、冷媒と鍛造部品
の接触を著しく低減させてもいます。

これらのすべての技術的なディテールにより、高い
プロセス安定性が確保されているのです。

本体はすべてのマシンでワンピース型の鋳鋼製であり、AMP 70 の場合、その重量は約 80 トンです



20 マシン＆アクセサリー  �

ヘッディング、先鋭化、 
ねじ転造 – 最大限の効率を 
実現するための組み合わせ

文：ベルンハルト・ハーゲン（Hagen PR）
写真：Carlo Salvi �

ガルラーテ   WIRE 2022 でプログレッシブ
ヘッダー、Carlo Salvi CS 513 TH が紹介されました。追
加機能を内蔵したこの革新的ヘッダーをぜひご検討くだ
さい。

2022 年 6 月、コンビネーションマシン CS 513 TH が 
ドイツ・デュッセルドルフの WIRE 展で国際的なデ
ビューを果たしました。この革新的な 5 段ヘッダーは 
Carlo Salvi の歴史の新しい章を開くものであると、同
社の CCOであるマルコ・ピッチは次のように語ります。
「CS 513 TH は私たちの初めてのプログレッシブコンビ
ネーションヘッダーで、先鋭化ユニットとねじ転造ユニッ
トを内蔵しています。このマシンは私たちにとって新し
い市場を切り拓くものとなるでしょう。私たちのお客様
にとって、このヘッダーは投資コストの低減と生産性の 
向上を意味します。」

CS 513 TH では– «TH» は «Threading»、すなわちねじ
転造を意味します – コンポーネントは冷間成形で製造さ
れ、様々なアプリケーション用に尖った先端またはねじ
山が与えられます。「実のところ私たちは、マシンをすで
に 2020 年に、メインの集中的な研究開発が終了した段
階でご紹介することを計画していました。しかし、Covid 
パンデミックのために予定をずらすことを余儀なくされた
のです。その間に、私たちはマシンの技術に関する改良
を行いました」と、ピッチは述べています。

効率的な先鋭化ユニット
最近実装された重要な改良は、拡張機能としての先鋭化
ユニットの統合でした。「ヘッディング、先鋭化、ねじ転
造の各ユニットはマシン内部に順に配置されており、部
品は自動的に 1 つの工程から次の工程に移動します」と、
ピッチは説明します。成形工程の後、部品は先鋭化ユ
ニットに運ばれます。そこでは直径が削られ、最終的に 

部品はコーン型になります。ねじ転造ユニットと同様に、
先鋭化ユニットも最大限の利便性と簡単なセットアップ
を目指して設計されています。先端は様々な形状で製
造することができます。その後は、先鋭化ユニットから、
ねじ転造ユニットに至ります。マルコ・ピッチは次のよ
うに述べています。「先鋭化ユニットは拡張機能の 1 つ
です。これにより、たとえば自動車部品の製造の場合 
など、様々な分野におけるメーカーの効率を向上させる
ことができます。」

細部へのこだわり
プログレッシブ 5 ダイヘッダーは、6 mm～ 13.5 mm 
の直径のワイヤーの加工を行います。最小ねじ直径
は M6、最大ねじ直径は M12 です。最大ねじ長さは 
100 mm、最大シャフト長は同様に 100 mm です。「ヘッ
ダーユニットとローラーユニットが同じ方向に動くので、
競合機種よりも、より大きなディスクダイを組み込むこと
ができます。ヘッダーの最大キャパシティを利用するこ
とにより、成型部品でもねじ部品でも同じ寸法にするこ
とが可能です。これは市場において明らかに技術的な 
アドバンテージとなります」と、ピッチは強調します。

成形、先鋭化、ねじ転造の各ユニットは並行して位置
決めされており、オペレーターがよりアクセスしやすい、
最適化された人間工学がもたらされます。ねじ転造の動
きはデズモドロミックカムによって生み出され、緩やか
な成形と、ラムの動きとディスクダイへのワークピース
の挿入の完璧なシンクロを可能にします。Carlo Salvi 
のエンジニアたちは、2 つの部品が同時にディスクダイ
に入り込むことを避けるための専用の装置も開発しまし
た。ディスクダイハウジングは、機械的強度の高い材料
用に必要とされるような、より大きなダイの厚さにも適
合しています。コントロールシステムにより、総合的な
効率が最適化されています。
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お客様にとっての数多くのメリット
コンビネーションヘッダー CS 513 TH はお客様に数多く
のメリットを提供します。たとえば、作業プロセスを加速
させ、サンプルとロットの取り違えのおそれを最小化し、
投資コストを低減させ、最大限の汎用性をもたらします。
CS 513 TH のさらなる重要な長所は、そのコンパクトさ
です。これまで多くの企業が鍛造部品のさらなる加工の
ために追加でねじ転造ユニットを購入しなければならな
かったのに対し、一体型マシンにより、必要な床面積を
最小限に抑えることができます。ねじ転造ユニットがマ
シンに内蔵されているので、同じ機械駆動部を使用でき
ます。「インラインコンセプトにより横方向のスペースが
節減されるので、他のマシンを CS 513 TH の隣に据え
付けることがより容易になります」と、ピッチは述べます。
「ねじ転造ユニット内蔵コンビネーションヘッダーとし
て、CS 513 TH は市場における真のイノベーションです。
このマシンは世界中の自動車市場のファスニング部品 
メーカーの効率向上に役立つでしょう。」

「それはまだ始まりにすぎない」
CS 513 TH の市場導入後、Carlo Salvi の R&D のエキ
スパートたちはすでに次の段階へ目を向けていました。
チームは、建設および自動車セクターのメーカー向けの 
1 ダイ 2 ブローコンビネーションマシンにおける作業に
従事しています。マルコ・ピッチは次のように述べてい
ます。「CS 513 TH は始まりにすぎません – 私たちはさら
にイノベーションにフォーカスし、新しいヘッダーを開発
し、私たちの製品ラインナップを拡張します。より多くの
ことを体験していただけるよう、いつでもご遠慮なくお
問合せください。」

 
内蔵されているねじ
転造ユニットにより、
作業エリアの省スペー
ス化が可能です。

先鋭化ユニットは拡張機能の 1 つです。これにより、様々な
産業分野のメーカーの効率を向上させることができます。

 �Carlo Salvi の歴史の新しい章：数多くの革新的機能を備えたプログレッシブ
ヘッダー CS 513 TH

 �コンビネーションヘッダー CS 513 TH は直径 6 mm～13.5 mm の 
ワイヤーの加工を行うことができます
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インタビュー

氏名：マーティン・ファスベンダー 
職位：デジタルプロセスマネージャー 
Hatebur 入社：2010 年 11 月

 
Hatebur におけるあなたの役割は何ですか？ あなたの担当業務に
含まれる仕事を教えてください。
私は 2021 年 12 月からデジタルプロセスマネージャーとして業
務に従事しており、Hatebur グループでデジタル移行のサポー
トをしています。それには同僚への情報提供やアドバイス、デ
ジタル化プロジェクトのリーダーとしての役割も含まれます。

Hatebur ではいつから働いていますか？ また、今の仕事には 
どのようなトレーニングや経験が必要でしょうか？
私は 2010 年 11 月に商用車メカニックとして Hatebur に入社し、
3 年間にわたってサービスエンジニアとして世界中のお客様のた
めに作業にあたりました。そしてサービスに 1 年間従事した後、 
私はエリア責任者としてお客様に最善のアドバイスをしたり、 
お客様に最適なソリューションを提供する業務を担いました。 
またそれと共に、夜間学校でセールス資格を取得しました。
私の新しいポジションではもちろんもっと専門知識が必要なの
で、現在はデジタル化の分野のリモート学習を続けています。

現在取り組んでいる大きなプロジェクトは何ですか？
私たちの Coldmatic のお客様が関心をお持ちであろうと思われ
るのは、私たちがマシン設定パラメーターの特定をデジタル化 
するのに使用するタイミングツールの開発です。それにより、 
お客様がより容易に、工程のために適切な設定値を策定して 
マシンに設定できるようになります。
社内では、私たちは共同作業のデジタル化を進めており、将来
のために備えています。中でも私たちは特に、新しい CRM シ
ステムに大きな希望を抱いています。これにより私たちはお客
様のご要望をさらに良い状態で満たせるようにしたいのです。

マシン産業においてデジタル化はどのような役割を 
果たしているのでしょう？
B2C セクターでのデジタル化がすでにかなり進んでいる一方で、
B2B セクターとマシン産業はやや遅れをとっています。自動車メー
カーから OEM とティアサプライヤーを経てマシンメーカーに至
る道はまだまだ長いのですが、私たちのお客様からは頻繁に IoT 
接続やデジタルサービス、スマート製品についてのお問い合わせ
があります。デジタル化は私たちのところで受け入れられており、
私たちはここでも強力なパートナーであるよう努めます。

従業員ポートレート  �

 マーティン・ファスベンダー
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特に厳しいデジタル要件というものはありますか？
常に新しい概念や略語が飛び交っているので、最
新の状態であり続けるのが難しいです。さらに、ど
のような利点がありうるのか、あるいはそもそも将
来性があるのかなどがまだ明確ではないような多
くのテクノロジーを、いっぺんに評価しなければな
りません。遅れずについていけるようにするため、
定期的にトレンドを確認し、自身の会社に関する利
点を検討しあえるような専門知識のある同僚やパー
トナーを持つことが必要です。

お客様からはすでにデジタルソリューションについて
のお問い合わせはありますか？ある場合には、どの
分野ででしょうか？ また、Hatebur にはこれに関し
てどのようなプランがあるのでしょう？
多くの場合、必要とされるのは、マシンでのトラブ
ルまたは製造における問題の際のサポートに関す
ることです。現在、私たちは Secomea-Remote-
Access および Kiber ヘルメットの導入により 2 つ
の可能性を提供しています。それらにより、場所に
よる制約のないサポートが可能となっています。
また私たちはマシンデータ分析において様々な
パートナーと共に作業を進めています。これは、
私たちのお客様に、トラブルシューティングのため
により良い、より早い情報を提供できるようにする
ためであり、最善のケースは、トラブルを未然に防
ぐことです。

仕事で最も喜びを感じることは何でしょう？
私は今、マネジメント、製品マネジメント、IT の
専門分野間のインターフェース的な業務にあたっ
ています。それにより私は多くの変化のプロセス
やアイデア、新しい開発に関わることができ、そ
れらを互いに結び付ける可能性も手にしています。
Hatebur が私と私の仕事に信頼をおいてくれてい
ることを感じていますし、さらにどのようなことが
起こるのかも楽しみです。

休暇には何をなさっていますか？
私はサッカーをするのも観るのも好きで、私たち
の地域のジュニアチームのコーチもしています。
マウンテンバイクもあるのですが、昨年末は放って
ある感じだったので、今年はまた活躍してもらおう
と思っています。また、自由になる時間があるとき
には、できるかぎり子供たちと過ごすようにしてい
ます。幸いなことに私たちには多くの共通の趣味
があり、退屈することがありません。

最後に…
この Netshapeをお読みの皆様、私たちはもちろ
んデジタル化そのものを目的としているわけではな
く、皆様に成功がもたらされるよう、ソリューショ
ンを提供することが目的です。

日常業務において皆様に懸念をもたらしているもの
についてお知らせください。それらを取り除くため
に私たちが皆様のお力になれることがあるでしょう。

E メールを info@hatebur.com 宛に、タイトル 
«Digital» としてお寄せください。現在および将来
のために、私たちが皆様のためにできることがあ
るはずです。



Hatebur 
ブースへ
お立ち寄り
ください！

2022 年 9 月 28 日～9 月 29 日
EuroForge conFair（スペイン）

開催地：ビルバオ（スペイン）
出展：Hatebur Umformmaschinen AG

2022 年 11 月 16 日～11 月 19 日
Thai Metalex 
（タイ金属加工技術展）

開催地：バンコク（タイ）
出展：Hatebur Umformmaschinen AG

2022 年 11 月 30 日～12 月 1 日
ファスナーフェア（イタリア）

開催地：ミラノ（イタリア）
出展：Carlo Salvi S.p.A.

2022 年 12 月 8 日～12 月 11 日
ChinaForge Fair（中国）

開催地：上海（中国）
出展：Hatebur Umformmaschinen AG

皆様のお越しを 
お待ちしております。
 
すべての情報は 2022 年 6 月時点のものです。 
イベントを訪問される前にインターネットで 
最新日程などについてご確認ください。
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www.hatebur.com

本社

Hatebur Umformmaschinen AG
General Guisan-Strasse 21, 4153 Reinach, Switzerland
T：+41 61 716 21 11、F：+41 61 716 21 31 
info@hatebur.com、www.hatebur.com

拠点 

Hatebur-Lumag Services AG
Birchmatte 9, 6265 Roggliswil, Switzerland 
T：+41 62 754 02 63、F：+41 62 754 02 64
info@lumagag.ch 

Hatebur Umformmaschinen GmbH
Bahnhofstrasse 18, 51674 Wiehl, Germany
T：+49 2262 761 65 68、F：+49 2262 761 65 69
sales@hatebur.com

Hatebur Metalforming Technology (Shanghai) Co., Ltd.
No. 7 Factory, No. 318 Yuanshan Rd., 
Xinzhuang Industrial Park, Shanghai 201108, P. R. China
T：+86 21 3388 6802、F：+86 21 3388 6827
info.cn@hatebur.com 

ハテバージャパン株式会社
〒105-0011
東京都港区芝公園 1-1-11 
興和芝公園ビル 5F
T：+81 3 5843 7445、F：+81 3 5843 7446
info.jp@hatebur.com

Carlo Salvi S.p.A.
Via Tommaso Salvini, 10, 20122 Milano (MI), Italy 
T：+39 02 87 88 97、F：+39 02 86 46 17 88
carlosalvi@carlosalvi.it、www.carlosalvi.com 

Carlo Salvi S.p.A.
Via Ponte Rotto, 67, 23852 Garlate (LC), Italy 
T：+39 0341 65 46 11、F：+39 0341 68 28 69 
carlosalvi@carlosalvi.it、www.carlosalvi.com

Carlo Salvi USA Inc.
4035 King Road, Sylvania, OH 43560, USA
T：+1 419 843 17 51、F：+1 419 843 17 53
sales.usa@carlosalvi.com 

Carlo Salvi UK Ltd.
Unit 4, Cedar Court, Halesfield 17, 
Telford, Shropshire, TF7 4PF, Great Britain
T：+44 1952 58 77 30、F：+44 1952 32 71 80
sales.uk@carlosalvi.com

Carlo Salvi (Guangzhou) 
Machinery and Equipment Co., Ltd.
Room 1404, West Point Center, 
No. 65 Zhongshan Qi Road, 
Liwan District, 510140 Guangzhou City, P. R. China
T：+86 20 8173 46 72、F：+86 20 8123 93 59
gm.china@carlosalvi.com

サービスにおいても連携

金属加工の 2 つのスペシャリストである Hatebur と Carlo Salvi との合併により、
両社のすべてのノウハウも結び付けられました。お客様に最高のパフォーマンスと最良の経済性を
提供するソリューションは、機械、プロセスそして金型の適切な組み合わせによってのみ可能になります。
グローバルなサービスとお客様の実際の生産現場におけるスムーズで迅速なサービスは、
世界的に事業を展開する私たちのお客様から高い評価をいただいています。Your advantage.
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